
(57)【要約】

【課題】設定温度を高温から低温に変更する時の変更に

要する時間を短縮したプローバの実現。

【解決手段】ウエハW上に形成された複数の半導体装置

をテスタで検査をするために、テスタの各端子を半導体

装置の電極に接続するプローバであって、ウエハを保持

するウエハチャック18と、ウエハチャック18を冷却して

保持したウエハを低温にするチラーシステムと、を備え

、チラーシステムは、冷却液を供給する冷却液源28と、

ウエハチャックを冷却するように設けられたチャック冷

却液経路27と、チャック冷却液経路のバイパス経路41と

、冷却液源からチャック冷却液経路及びバイパス経路に

冷却液を循環させる循環経路29と、を備える。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ウ エ ハ 上 に 形 成 さ れ た 複 数 の 半 導 体 装 置 を テ ス タ で 検 査 を す る た め に 、 前 記 テ ス タ の 各
端 子 を 前 記 半 導 体 装 置 の 電 極 に 接 続 す る プ ロ ー バ で あ っ て 、
　 ウ エ ハ を 保 持 す る ウ エ ハ チ ャ ッ ク と 、
　 前 記 ウ エ ハ チ ャ ッ ク を 冷 却 し て 保 持 し た ウ エ ハ を 低 温 に す る チ ラ ー シ ス テ ム と 、 を 備 え
、
　 前 記 チ ラ ー シ ス テ ム は 、 冷 却 液 を 供 給 す る 冷 却 液 源 と 、
　 前 記 ウ エ ハ チ ャ ッ ク を 冷 却 す る よ う に 設 け ら れ た チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 と 、
　 前 記 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 の バ イ パ ス 経 路 と 、
　 前 記 冷 却 液 源 か ら 前 記 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 及 び 前 記 バ イ パ ス 経 路 に 冷 却 液 を 循 環 さ せ る
循 環 経 路 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る プ ロ ー バ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 ウ エ ハ 上 に 形 成 さ れ た 複 数 の 半 導 体 チ ッ プ （ ダ イ ） の 電 気 的 な 検 査 を
行 う た め に ダ イ の 電 極 を テ ス タ に 接 続 す る プ ロ ー バ に 関 し 、 特 に ウ エ ハ を 保 持 す る ウ エ ハ
チ ャ ッ ク を 冷 却 し て 低 温 環 境 で 検 査 が 行 え る プ ロ ー バ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 製 造 工 程 で は 、 薄 い 円 板 状 の 半 導 体 ウ エ ハ に 各 種 の 処 理 を 施 し て 、 半 導 体 装 置 （
デ バ イ ス ） を そ れ ぞ れ 有 す る 複 数 の チ ッ プ （ ダ イ ） を 形 成 す る 。 各 チ ッ プ は 電 気 的 特 性 が
検 査 さ れ 、 そ の 後 ダ イ サ ー で 切 り 離 な さ れ た 後 、 リ ー ド フ レ ー ム な ど に 固 定 さ れ て 組 み 立
て ら れ る 。 上 記 の 電 気 的 特 性 の 検 査 は 、 プ ロ ー バ と テ ス タ で 構 成 さ れ る ウ エ ハ テ ス ト シ ス
テ ム に よ り 行 わ れ る 。 プ ロ ー バ は 、 ウ エ ハ を ス テ ー ジ に 保 持 し 、 各 チ ッ プ の 電 極 パ ッ ド に
プ ロ ー ブ を 接 触 さ せ る 。 テ ス タ は 、 プ ロ ー ブ に 接 続 さ れ る 端 子 か ら 、 電 源 お よ び 各 種 の 試
験 信 号 を 供 給 し 、 チ ッ プ の 電 極 に 出 力 さ れ る 信 号 を テ ス タ で 解 析 し て 正 常 に 動 作 す る か を
確 認 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 半 導 体 装 置 は 広 い 用 途 に 使 用 さ れ て お り 、 － ５ ５ ° Ｃ の よ う な 低 温 環 境 や 、 ２ ０ ０ ° Ｃ
の よ う な 高 温 環 境 で も 使 用 さ れ る 半 導 体 装 置 （ デ バ イ ス ） も あ り 、 プ ロ ー バ に は こ の よ う
な 環 境 で の 検 査 が 行 え る こ と が 要 求 さ れ る 。 そ こ で 、 プ ロ ー バ に お い て ウ エ ハ を 保 持 す る
ウ エ ハ チ ャ ッ ク の ウ エ ハ 載 置 面 の 下 に 、 例 え ば 、 ヒ ー タ 機 構 、 チ ラ ー 機 構 な ど の ウ エ ハ チ
ャ ッ ク の 表 面 の 温 度 を 変 え る ウ エ ハ 温 度 調 整 手 段 を 設 け て 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク の 上 に 保 持 さ
れ た ウ エ ハ を 加 熱 又 は 冷 却 す る こ と が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 、 ウ エ ハ 温 度 調 整 手 段 を 有 す る プ ロ ー バ を 備 え る ウ エ ハ テ ス ト シ ス テ ム の 概 略 構
成 を 示 す 図 で あ る 。 図 示 の よ う に 、 プ ロ ー バ １ ０ は 、 基 台 １ １ と 、 そ の 上 に 設 け ら れ た 移
動 ベ ー ス １ ２ と 、 Ｙ 軸 移 動 台 １ ３ と 、 Ｘ 軸 移 動 台 １ ４ と 、 Ｚ 軸 移 動 部 １ ５ と 、 Ｚ 軸 移 動 台
１ ６ と 、 θ 回 転 部 １ ７ と 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ と 、 ウ エ ハ ア ラ イ メ ン ト カ メ ラ １ ９ と 、 支
柱 ２ ０ 及 び ２ １ と 、 ヘ ッ ド ス テ ー ジ ２ ２ と 、 ヘ ッ ド ス テ ー ジ ２ ２ に 設 け ら れ た カ ー ド ホ ル
ダ ２ ３ と 、 カ ー ド ホ ル ダ ２ ３ に 取 り 付 け ら れ る プ ロ ー ブ カ ー ド ２ ４ と 、 を 有 す る 。 プ ロ ー
ブ カ ー ド ２ ４ に は 、 カ ン チ レ バ ー 式 の プ ロ ー ブ ２ ５ が 設 け ら れ る 。 移 動 ベ ー ス １ ２ と 、 Ｙ
軸 移 動 台 １ ３ と 、 Ｘ 軸 移 動 台 １ ４ と 、 Ｚ 軸 移 動 部 １ ５ と 、 Ｚ 軸 移 動 台 １ ６ と 、 θ 回 転 部 １
７ は 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ を ３ 軸 方 向 及 び Ｚ 軸 を 中 心 と し て 回 転 す る 移 動 ・ 回 転 機 構 を 構
成 す る 。 移 動 ・ 回 転 機 構 に つ い て は 広 く 知 ら れ て い る の で 、 こ こ で は 説 明 を 省 略 す る 。 プ
ロ ー ブ カ ー ド ２ ４ は 、 検 査 す る デ バ イ ス の 電 極 配 置 に 応 じ て 配 置 さ れ た プ ロ ー ブ ２ ５ を 有
し 、 検 査 す る デ バ イ ス に 応 じ て 交 換 さ れ る 。 な お 、 プ ロ ー ブ の 位 置 を 検 出 す る 針 位 置 合 わ
せ カ メ ラ １ ９ や 、 プ ロ ー ブ を ク リ ー ニ ン グ す る ク リ ー ニ ン グ 機 構 な ど が 設 け ら れ て い る が
、 こ こ で は 省 略 し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 テ ス タ ３ ０ は 、 テ ス タ 本 体 ３ １ と 、 テ ス タ 本 体 ３ １ に 設 け ら れ た コ ン タ ク ト リ ン グ ３ ２
と を 有 す る 。 プ ロ ー ブ カ ー ド ２ ４ に は 各 プ ロ ー ブ に 接 続 さ れ る 端 子 が 設 け ら れ て お り 、 コ
ン タ ク ト リ ン グ ３ ２ は こ の 端 子 に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ た ス プ リ ン グ プ ロ ー ブ を 有 す る
。 テ ス タ 本 体 ３ １ は 、 図 示 し て い な い 支 持 機 構 に よ り 、 プ ロ ー バ １ ０ に 対 し て 保 持 さ れ る
。 プ ロ ー バ １ ０ は 、 ウ エ ハ テ ス ト に お い て テ ス タ ３ ０ と 連 携 し て 測 定 を 行 う が 、 そ の 電 源
系 や 機 構 部 分 は テ ス タ 本 体 及 び テ ス ト ヘ ッ ド と は 独 立 し た 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 検 査 を 行 う 場 合 に は 、 図 示 し て い な い 針 位 置 合 わ せ カ メ ラ で プ ロ ー ブ ２ ５ の 先 端 位 置 を
検 出 す る 。 次 に 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ に 検 査 す る ウ エ ハ Ｗ を 保 持 し た 状 態 で 、 ウ エ ハ Ｗ が
ウ エ ハ ア ラ イ メ ン ト カ メ ラ １ ９ の 下 に 位 置 す る よ う に 、 Ｚ 軸 移 動 台 １ ６ を 移 動 さ せ 、 ウ エ
ハ Ｗ 上 の 半 導 体 チ ッ プ の 電 極 パ ッ ド の 位 置 を 検 出 す る 。 １ チ ッ プ の す べ て の 電 極 パ ッ ド の
位 置 を 検 出 す る 必 要 は な く 、 い く つ か の 電 極 パ ッ ド の 位 置 を 検 出 す れ ば よ い 。 ま た 、 ウ エ
ハ Ｗ 上 の す べ て の チ ッ プ の 電 極 パ ッ ド を 検 出 す る 必 要 は な く 、 い く つ か の チ ッ プ の 電 極 パ
ッ ド の 位 置 が 検 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 プ ロ ー ブ ２ ５ の 位 置 及 び ウ エ ハ Ｗ の 電 極 の 位 置 を 検 出 し た 後 、 チ ッ プ の 電 極 パ ッ ド の 配
列 方 向 が プ ロ ー ブ ２ ５ の 配 列 方 向 に 一 致 す る よ う に 、 θ 回 転 部 １ ７ に よ り ウ エ ハ チ ャ ッ ク
１ ８ を 回 転 す る 。 そ し て 、 ウ エ ハ Ｗ の 検 査 す る チ ッ プ の 電 極 パ ッ ド が プ ロ ー ブ ２ ５ の 下 に
位 置 す る よ う に 移 動 し た 後 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ を 上 昇 さ せ て 、 電 極 パ ッ ド を プ ロ ー ブ ２
５ に 接 触 さ せ る 。 そ し て 、 テ ス タ 本 体 ３ １ か ら 、 コ ン タ ク ト リ ン グ ３ ２ を 介 し て 電 極 に 電
源 及 び テ ス ト 信 号 を 供 給 し 、 電 極 に 出 力 さ れ る 信 号 を 検 出 し て 正 常 に 動 作 す る か を 確 認 す
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 が 、 ウ エ ハ テ ス ト シ ス テ ム の 概 略 構 成 で あ る が 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク を 加 熱 又 は 冷 却 し
、 保 持 し た ウ エ ハ Ｗ を 高 温 又 は 低 温 に し て 検 査 で き る プ ロ ー バ で は 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８
内 に 、 ヒ ー タ ２ ６ 及 び チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 ２ ７ が 設 け ら れ る 。 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 ２ ７ に
は 冷 却 液 源 ２ ８ か ら 循 環 経 路 ２ ９ を 介 し て 冷 却 液 が 流 さ れ 、 ウ エ ハ Ｗ を 保 持 す る ウ エ ハ チ
ャ ッ ク １ ８ の 表 面 を 冷 却 す る 。 こ こ で は 、 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 ２ ７ 、 冷 却 液 源 ２ ８ 及 び 循
環 経 路 ２ ９ で 構 成 さ れ る 部 分 を チ ラ ー シ ス テ ム と 称 す る 。 ま た 、 ヒ ー タ ２ ６ は 発 熱 し て ウ
エ ハ Ｗ を 保 持 す る ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ の 表 面 を 加 熱 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ 内 に は 、 他 に も ウ エ ハ Ｗ を 真 空 吸 着 す る た め の 真 空 経 路 な ど が 設 け
ら れ 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ 内 に お け る ヒ ー タ ２ ６ 、 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 ２ ７ 及 び 真 空 経 路
の 配 置 に つ い て は 各 種 の 変 形 例 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ウ エ ハ を 所 定 の 設 定 温 度 に し て 検 査 を 行 う 場 合 、 ウ エ ハ Ｗ を ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ に 保 持
し た 状 態 で 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ が 所 定 の 設 定 温 度 に な る よ う に ヒ ー タ ２ ６ 又 は チ ラ ー シ
ス テ ム を 動 作 さ せ る 。 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ は 、 ア ル ミ ニ ュ ー ム 、 銅 な ど の 金 属 や 、 熱 伝 導
性 の 良 好 な セ ラ ミ ッ ク な ど の 材 料 で 作 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 説 明 し た プ ロ ー バ 及 び ウ エ ハ テ ス ト シ ス テ ム の 構 成 は 、 広 く 知 ら れ て い る の で 、 こ
こ で は こ れ 以 上 の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ は 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ １ の 表 面 を 複 数 の 領 域 に 分 割 し 、 各 領 域 毎 に 独
立 に 制 御 可 能 な 温 度 調 整 機 構 （ 加 熱 機 構 と チ ラ ー シ ス テ ム ） 及 び 温 度 セ ン サ を 設 け 、 各 温
度 セ ン サ の 検 出 し た 温 度 に 基 づ い て 各 領 域 の 温 度 調 整 機 構 を 制 御 す る こ と を 記 載 し て い る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の よ う に 、 チ ラ ー シ ス テ ム は 、 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 ２ ７ 、 冷 却 液 源 ２ ８ 及 び 循 環 経

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-134545 A 2007.5.31



路 ２ ９ で 構 成 さ れ る が 、 冷 却 液 源 ２ ８ は 、 冷 却 液 を 所 定 の 温 度 に 冷 却 す る 部 分 で あ り 、 熱
交 換 機 な ど を 有 す る の で 、 大 き く 重 い 部 分 で あ る 。 こ の よ う な 冷 却 液 源 ２ ８ を ウ エ ハ チ ャ
ッ ク １ ８ に 近 接 し て 配 置 し て 、 移 動 ・ 回 転 機 構 で 移 動 及 び 回 転 す る こ と は で き な い 。 そ こ
で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 冷 却 液 源 ２ ８ は 、 離 れ た 位 置 に 配 置 さ れ 、 可 撓 性 の 循 環 経 路 ２ ９
で 接 続 し て い る が 、 冷 却 液 源 ２ ８ を ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ の 移 動 範 囲 に 配 置 す る こ と は で き
な い の で 、 冷 却 液 源 ２ ８ は か な り 離 れ た 位 置 に 配 置 す る 必 要 が あ り 、 循 環 経 路 ２ ９ は か な
り の 長 さ を 有 す る こ と に な る 。 な お 、 冷 却 液 源 ２ ８ は プ ロ ー バ １ ０ の 筐 体 内 に 配 置 さ れ る
こ と も 、 筐 体 の 外 部 に 配 置 さ れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 検 査 を 行 う 時 の 設 定 温 度 が 室 温 よ り 高 い 場 合 、 ヒ ー タ ２ ６ の み を 動 作 さ せ て も 設 定 温 度
に 調 整 す る こ と が で き 、 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 ２ ７ に 冷 却 液 を 循 環 さ せ る と 逆 に 効 率 が 悪 く
な る 。 そ の た め 、 設 定 温 度 が 室 温 よ り 高 い 場 合 、 冷 却 液 源 ２ ８ か ら 循 環 経 路 ２ ９ へ の 冷 却
液 の 供 給 及 び 循 環 経 路 ２ ９ か ら 冷 却 液 源 ２ ８ へ の 冷 却 液 の 回 収 は 行 わ な い 。 こ の 場 合 、 冷
却 液 源 ２ ８ 自 体 の 動 作 を 停 止 す る 場 合 も 、 冷 却 液 源 ２ ８ は 動 作 す る が 、 循 環 経 路 ２ ９ と の
間 の 冷 却 液 の 供 給 及 び 回 収 を 行 わ な い 場 合 が あ る 。 い ず れ に し ろ 、 循 環 経 路 ２ ９ 内 の 冷 却
液 は 循 環 し な い の で 、 循 環 経 路 ２ ９ 及 び そ の 内 部 の 冷 却 液 の 温 度 は 室 温 に 近 い 温 度 又 は 室
温 よ り 高 い 温 度 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ １ ０ ６ ８ ３ 号 公 報 （ 全 体 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 検 査 を 行 う 時 の 設 定 温 度 を 室 温 よ り 高 い 温 度 か ら 室 温 よ り 低 い 温 度 に 切 り 換 え る 場 合 、
冷 却 液 源 ２ ８ が 冷 却 液 を 低 い 設 定 温 度 に す る よ う に 動 作 を 開 始 す る と 共 に 、 循 環 経 路 ２ ９
と の 間 の 冷 却 液 の 供 給 及 び 回 収 を 開 始 す る 。 こ の 場 合 、 上 記 の よ う に 、 循 環 経 路 ２ ９ 及 び
そ の 内 部 の 冷 却 液 の 温 度 は 室 温 に 近 い 温 度 又 は 室 温 よ り 高 い 温 度 で あ り 、 更 に チ ャ ッ ク 冷
却 液 経 路 ２ ７ 、 そ の 内 部 の 冷 却 液 及 び ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ の 温 度 は 前 の 検 査 の 温 度 で あ る
。 そ の た め 、 低 い 設 定 温 度 に 変 更 す る 場 合 に は 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ 、 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経
路 ２ ７ と 循 環 経 路 ２ ９ 及 び そ れ ら の 内 部 の 冷 却 液 を す べ て 低 い 設 定 温 度 に す る 必 要 が あ り
、 そ れ ら の 部 分 の 設 定 温 度 を 変 更 す る 前 の 温 度 と 設 定 温 度 の 差 に 各 部 の 熱 容 量 を 乗 じ た 総
熱 量 を 少 な く と も 奪 う 必 要 が あ り 、 冷 却 液 源 ２ ８ は こ れ ら の 熱 量 を 冷 却 液 か ら 奪 う 。 冷 却
液 源 ２ ８ が 単 位 時 間 当 た り に 奪 う こ と が で き る 熱 量 は 、 冷 却 能 力 と し て 決 め ら れ て お り 、
設 定 温 度 を 変 更 し て 検 査 が 行 え る ま で の 時 間 は 、 奪 う 必 要 の あ る 熱 量 を 冷 却 能 力 で 除 し て
得 ら れ る 時 間 よ り 少 な く と も 長 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ウ エ ハ テ ス ト シ ス テ ム で は 、 ス ル ー プ ッ ト の 向 上 が 要 求 さ れ て お り 、 多 数 の チ ッ プ （ デ
バ イ ス ） を 同 時 に 検 査 す る こ と な ど の 各 種 の 改 良 が 行 わ れ て い る 。 そ こ で 、 検 査 の 設 定 温
度 を 変 更 す る 時 の 変 更 に 要 す る 時 間 も 低 減 す る こ と が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 を 解 決 す る も の で 、 プ ロ ー バ に お い て 設 定 温 度 を 変 更 す る
時 の 変 更 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 目 的 を 実 現 す る た め 、 本 発 明 の プ ロ ー バ は 、 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 の バ イ パ ス 経 路 を
設 け る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の プ ロ ー バ は 、 ウ エ ハ 上 に 形 成 さ れ た 複 数 の 半 導 体 装 置 を テ ス タ で 検
査 を す る た め に 、 前 記 テ ス タ の 各 端 子 を 前 記 半 導 体 装 置 の 電 極 に 接 続 す る プ ロ ー バ で あ っ
て 、 ウ エ ハ を 保 持 す る ウ エ ハ チ ャ ッ ク と 、 前 記 ウ エ ハ チ ャ ッ ク を 冷 却 し て 保 持 し た ウ エ ハ
を 低 温 に す る チ ラ ー シ ス テ ム と 、 を 備 え 、 前 記 チ ラ ー シ ス テ ム は 、 冷 却 液 を 供 給 す る 冷 却
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液 源 と 、 前 記 ウ エ ハ チ ャ ッ ク を 冷 却 す る よ う に 設 け ら れ た チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 と 、 前 記 チ
ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 の バ イ パ ス 経 路 と 、 前 記 冷 却 液 源 か ら 前 記 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 及 び 前 記
バ イ パ ス 経 路 に 冷 却 液 を 循 環 さ せ る 循 環 経 路 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の プ ロ ー バ は 、 バ イ パ ス 経 路 を 備 え て お り 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク を 冷 却 し な い 時 、 す
な わ ち チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 に 冷 却 液 を 流 さ な い 時 に は 、 循 環 経 路 及 び バ イ パ ス 経 路 を 通 し
て 冷 却 液 が 循 環 す る よ う に す れ ば 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク 、 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 及 び そ の 内 部 の
冷 却 液 は 、 前 の 検 査 の 設 定 温 度 で あ る が 、 そ れ 以 外 の 循 環 経 路 ２ ９ 及 び そ の 内 部 の 冷 却 液
の 温 度 は 冷 却 し て お く こ と が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 検 査 を 行 う 時 の 設 定 温 度 を 室 温 よ り 高
い 温 度 か ら 室 温 よ り 低 い 温 度 に 切 り 換 え る 場 合 に 奪 わ な く て は な ら な い 熱 量 は 、 ウ エ ハ チ
ャ ッ ク 、 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 及 び そ の 内 部 の 冷 却 液 に 各 部 の 熱 容 量 を 乗 じ た 量 で あ り 、 従
来 例 に 比 べ て 経 路 長 の 長 い 循 環 経 路 及 び そ の 内 部 の 冷 却 液 に 各 部 の 熱 容 量 を 乗 じ た 量 を 奪
う 必 要 が な く な る の で 、 設 定 温 度 を 切 り 換 え る の に 要 す る 時 間 を 短 縮 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 バ イ パ ス 経 路 へ の 一 方 の 分 岐 点 か ら チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 経 て 他 方 の 分 岐 点 ま で の 長 さ は
で き る だ け 短 い こ と が 望 ま し い 。 こ れ は 、 温 度 を 変 更 す る 部 分 の 熱 容 量 を で き る だ け 小 さ
く す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 室 温 よ り 高 い 温 度 で の 検 査 が 終 了 す る 時 刻 が あ ら か じ め 判 明 し て い る 時 に は 、 そ の 時 刻
か ら 循 環 経 路 、 バ イ パ ス 経 路 及 び そ の 内 部 の 冷 却 液 を 低 い 設 定 温 度 に す る の に 要 す る 時 間
だ け 前 の 時 刻 か ら 冷 却 液 源 か ら 循 環 経 路 及 び バ イ パ ス 経 路 へ の 冷 却 液 の 循 環 を 開 始 し て も
よ い 。 更 に 、 冷 却 液 源 の 動 作 時 間 も 考 慮 し て 、 冷 却 液 源 の 動 作 開 始 時 刻 を 設 定 し て も よ い
。 こ れ に よ り 、 不 必 要 な チ ラ ー シ ス テ ム の 動 作 が 低 減 さ れ る の で 、 省 電 力 化 が 図 れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 プ ロ ー バ に お い て 設 定 温 度 を 室 温 以 上 の 高 い 温 度 か ら チ ラ ー シ ス テ ム
を 動 作 さ せ る 必 要 の あ る 低 い 温 度 に 変 更 す る 時 の 変 更 に 要 す る 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き
、 プ ロ ー バ の ス ル ー プ ッ ト を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 例 の プ ロ ー バ の チ ラ ー シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 実 施
例 の プ ロ ー バ は 、 チ ラ ー シ ス テ ム 以 外 は 図 １ に 示 し た 従 来 の プ ロ ー バ と 同 じ 構 成 を 有 す る
。 ま た 、 冷 却 液 源 ２ ８ な ど の 構 成 は 従 来 例 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 実 施 例 に お い て は 、 循 環 経 路 ２ ９ が 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ の 近 く の
両 側 の ２ 箇 所 で 分 岐 し て お り 、 分 岐 し た 経 路 が バ イ パ ス 経 路 ４ １ を 形 成 し て い る 。 分 岐 し
た ２ つ の 経 路 の 一 方 は 、 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 ２ ７ を 通 過 し 、 両 側 に バ ル ブ ４ ２ 、 ４ ３ が 設
け ら れ て い る 。 バ イ パ ス 経 路 ４ １ を 含 む 分 岐 し た 他 方 の 経 路 の 両 側 に も 、 バ ル ブ ４ ４ 、 ４
５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 検 査 時 の 設 定 温 度 が 室 温 よ り 高 い 時 に は 、 バ ル ブ ４ ２ 及 び ４ ３ を 閉 じ 、 バ ル ブ ４ ４ 及 び
４ ５ を 開 い て 、 冷 却 液 源 ２ ８ が 循 環 経 路 ２ ９ 及 び バ イ パ ス 経 路 ４ １ に 冷 却 液 を 循 環 さ せ る
。 こ の 時 、 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 ２ ７ を 冷 却 液 が 循 環 し な い の で 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ を 冷
却 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 検 査 時 の 設 定 温 度 が 室 温 よ り 低 い 時 に は 、 バ ル ブ ４ ２ 及 び ４ ３ を 開 き 、 バ ル ブ ４ ４ 及 び
４ ５ を 閉 じ て 、 冷 却 液 源 ２ ８ が 循 環 経 路 ２ ９ 及 び チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路 ２ ７ に 冷 却 液 を 循 環
さ せ る 。 こ れ に よ り 、 ウ エ ハ チ ャ ッ ク １ ８ は 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 例 え ば 、 低 い 設 定 温 度 で の 検 査 が 行 わ れ る 前 に 、 長 時 間 室 温 よ り 高 い 設 定 温 度 で の 検 査
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が 行 わ れ 、 そ の 検 査 が 終 了 す る 時 刻 が あ ら か じ め 判 明 し て い る 時 に は 、 冷 却 液 源 ２ ８ か ら
の 循 環 経 路 ２ ９ 及 び バ イ パ ス 経 路 ４ １ へ の 冷 却 液 の 循 環 を 停 止 し 、 高 い 設 定 温 度 で の 検 査
が 終 了 す る 所 定 時 間 前 に 、 循 環 を 開 始 し て 、 循 環 経 路 ２ ９ 及 び バ イ パ ス 経 路 ４ １ を 低 い 設
定 温 度 に す る 動 作 を 開 始 さ せ る 。 こ の 所 定 時 間 は 、 循 環 経 路 ２ ９ 、 バ イ パ ス 経 路 ４ １ 及 び
そ の 内 部 の 冷 却 液 を 低 い 設 定 温 度 に す る の に 要 す る 時 間 か ら 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 上 記 の 場 合 、 冷 却 液 源 ２ ８ も 動 作 を 停 止 さ せ 、 冷 却 液 源 ２ ８ が 内 部 の 冷 却 液 を
含 め て 低 い 設 定 温 度 に な る の に 要 す る 時 間 を 上 記 の 所 定 時 間 に 加 え た 時 間 だ け 前 に 冷 却 液
源 ２ ８ を 起 動 す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う な 制 御 を 行 う こ と で 、 不 必 要 な チ ラ ー シ ス
テ ム の 動 作 が 低 減 さ れ る の で 、 省 電 力 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 実 施 例 の 説 明 で は 、 ヒ ー タ に つ い て は 言 及 し な か っ た が 、 高 温 で の 検 査 を 行 う た
め に ヒ ー タ を 設 け る こ と が 望 ま し い の は い う ま で も な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 、 チ ラ ー シ ス テ ム を 有 す る プ ロ ー バ で あ れ ば 、 ど の よ う な も の に も 適 用 可 能 で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 ウ エ ハ 温 度 調 整 機 構 を 有 す る プ ロ ー バ を 備 え る ウ エ ハ テ ス ト シ ス テ ム の 概 略 構 成
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の プ ロ ー バ の チ ラ ー シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ８ 　 　 ウ エ ハ チ ャ ッ ク
　 ２ ６ 　 　 ヒ ー タ
　 ２ ７ 　 　 チ ャ ッ ク 冷 却 液 経 路
　 ２ ８ 　 　 冷 却 液 源
　 ２ ９ 　 　 循 環 経 路
　 ４ １ 　 　 バ イ パ ス 経 路
　 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ 、 ４ ５ 　 　 バ ル ブ
　 Ｗ 　 　 ウ エ ハ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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